





わずと述べています｡ 高知県伊野町の絵手紙講師角川知寿子さんは､ 女性の一生を ｢二十代はさわやかに､
三十代は強く､ 四十代は賢く､ 五十代は豊かに､ 六十代は健康に､ 七十代はしなやかに…..｣ と謳っていま
す｡ 40年を経緯した学会誌は､ これまでの蓄積した財産を基盤として､ 看護の知恵を伝えていく賢い学会誌
になるように学会としても取り組んでまいります｡ また､ 高知県立大学は､ 平成27年には創設期からすると
70年を迎えます｡ そして高知工科大学との法人統合､ 一法人二大学になり､ 永国寺に新たなキャンパスが誕
生します｡ 懐かしい高知県立大学の永国寺キャンパスが､ 高知工科大学と高知県立大学､ ふたつの大学の近
代的なキャンパスへと変わります｡ 大学にいる我々も楽しみにしているところです｡ 70歳を迎える大学は
｢しなやかに｣ 生きる段階に入ります｡ 大学を取りまく状況は厳しく変化しており､ ｢イノベーション｣ ｢グ
ローバリゼーション｣ ｢社会的な評価・説明｣ ｢変革｣ ｢多様性への対応｣ ｢持続的発展｣ などが､ 看護や大学
に求められています｡ このような時代だからこそ ｢賢く｣ ｢しなやかに｣ 対応することが求まれていると言
えましょう｡
本学会は､ 高知県立大学看護学部及び高知県立大学同窓会からのご支援を得て､ 学会の開催そして学会誌
の発行が可能となっております｡ 第39巻は総説３論文､ 原著論文９論文､ 研究報告５論文､ を掲載していま
す｡ 皆様方の日頃の教育研究活動､ 実践活動が学会誌を通して社会に発信され､ 多くの方々に知っていただ
けるようにと思っております｡ 学会員の皆様に､ 本学会誌をそのような機会として活用していただければと
願っているところです｡
さて､ 高知女子大学看護学会では､ 第41回の学会より２年間､ ｢看護を可視化する方略｣ をメインテーマ
として開催いたします｡ 変化する保健医療界にあって､ 看護の付加価値を顕在化させ､ 可視化していくこと
に､ 看護学教育､ 看護系学会はそのための活動を根気強く蓄積してきたとも言えます｡ 看護ケアの対象とな
る人々に説明できるように可視化する､ あるいは根拠に基づいたケアガイドラインやケアプロトコールの開
発により視化するなど｡ 本学会でも､ それぞれの看護職者が存在しているその場で､ 患者さんに対して､ 専
門職者の同僚に対して､ 社会に対して､ 看護の可視化に取り組んでみませんか？という呼びかけでもありま
す｡ ２年間､ 皆様方とともに看護を可視化する方略について探求していきましょう｡
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